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　2022年度の初号です。待ちに待ったオフライン授業再開はお預
けですが、補習校の成り立ちを改めて振り返り、皆で集まれる日を
楽しみに待ちたいと思います。今号は、2014年にコニュニティ作
りを始めた本校創立者の泰子先生が当時書かれた文章を掲載いたし
ます。初心にかえるきっかけになれば嬉しいです。�

「ことば」は遺伝しない　　　　　　　　�
大皿泰子（本校創立者、2014年執筆）�

や す こ

　皆さんは、生まれて初めて聞いた言葉を覚えていますか？どなた
もそれが、なんだったかわからなくても、母の赤ん坊をあやす言葉
であった事は想像がつくでしょう。「よしよし、どうしたの？」と
か「オシッコがでたのかな？」など母の言葉、つまり母語を聞いて
毎日、毎日大きくなっていくのです。そして言葉を獲得していくの
です。�
　日本は移民や他民族との国際結婚もそんなに多くなく、長い間こ
の母語が母親の母国語（国籍のある国の言葉）、つまり日本語と一
致して来ました。しかし近年国際化が進み、留学先で知り合って国
際結婚し海外で生活する人も増えて来ました。そして、母親の母国
語を継承していくことに、大変苦労をしている方がいる現状を見聞
きするようになりました。�
　私は昨年(注1)娘の出産の手伝いのために3ヶ月韓国に滞在しま
した。その間に多くの日韓カップルの方と知り合いになりました。
中には友人との会話が少ないために言葉やイントネーションが少し
おかしいと思う方もおられ、海外で生活することの大変さを感じま
した。�
　何か役に立つことはないかと考えて、日本に帰国後、日本語教員
の資格を取得しました。そして今年2月(注2)からブンダンで、週に
1度、幼稚園教諭と小学校教諭の資格を活かしながら、日本人の母
親のコミュニティ作りと子ども達への日本語教室をボランティアで
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始めました。1、2才の子ども達にリトミックを教えてくださる方
にも助けられました。絵本の読み聞かせや教材を使って物の名前を
覚えたりみんなで声に出して言うなど、できるだけ語彙を増やす事
や文字に触れる機会を作ってきました。また、お母さん達の協力の
もと子ども達が楽しく集まれることも心がけて来ました。継承語教
育には決まったカリキュラムがあるわけではないので、苦労はあり
ますがこれからも力を合わせていきたいと思います。�
　「ことば」は遺伝するものではありません。日本語を話す人を親
に持つと日本語が話せるようになるのではないのです。自分一人で
家庭の中だけで、ということは大変難しいので、聞く機会、使う機
会を作っていけると良いと思います。韓国のよいところも日本のよ
いところも知って、韓国語も日本語も話せる子ども達を育てる環境
を周りにいる私たち大人が作っていこうと奮闘しています。どうぞ
これからも協力をお願いします。�

(注1)2014年執筆のため、2013年の意。(注2)同じく、2014年の意。



数字で見る日本語補習授業校�
〜保護者会(4月18日)アンケート結果より〜

小学2年、年長 保護者　稲子�
　去年12月鱰編入鱜鱤鲥鳘鲰鲢、鲥鳘鳢鲢鱳母親鱬鱞。編入当初鱴、宿
題鱜鱤鱔鱯鱉鱭駄々鲗鱘鱲鲐娘鱤鱦鱭、「鱭鱰鱐鱔鲉鲏鱯鱚鱅鱉！」鱭
勉強鲗無理強鱉鱞鲐私鱭鱳間鱬鳈鳀鳣(？)鱑鲍鱔勃発鱜鲃鱜鱤。�
　鱜鱐鱜大皿先生鱰背中鲗押鱜鱫鱉鱤鱥鱒実現鱜鱤、日本鱬鱳体験入学
鱑娘鱰鱭鱨鱫良鱉経験鱰鱯鲏鲃鱜鱤。体験入学鲗通鱜鱫、日本語鱳勉強
鲗頑張鲏、次鱳冬休鲄鲇日本鱳友達鱭遊鱻鱭鱉鱋目標鱑鱬鱒鱤娘。最近
鱴率先鱜鱫…鱭鲃鱬鱴鱉鱐鱯鱔鱫鲇毎日、頑張鱨鱫宿題鱰取鲏組鲘鱬鱉
鲃鱞。�
　毎週楽鱜鱉授業鲗準備鱜、子鱮鲇鱤鱦鱰向鱒合鱨鱫鱔鱥鱚鲐先生方、
本当鱰感謝鱉鱤鱜鲃鱞。

新入生保護者の声
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今後も数字から補習校を俯瞰してみたいと思います。�
関心のあるテーマがありましたら、お知らせください。

　　　　　　　　　　　　小学4年、年長 保護者　C. U.�
『鱴鱝鲆鱫鱬鱇鱋　鱞鱋鱑鱔鱳絵本１』(作・安野光雅)�
　鲄鱯鱚鲘鱴算数鱭数学鱳違鱉鲗鱙存鱝鱬鱞鱐。算数鱴正確

鱯答鱍鲗出鱞鱘鱭鱑目的鱬、数学鱴答鱍鲗出鱞鲃鱬鱳過程鱑重要鱭鱚鲑
鲐鱢鱋鱬鱞。鱘鱳本鱴鲃鱚鱜鱔、鱢鱳過程鲗楽鱜鲆鲐本鱬鱞。�
鱘鱳本鱬鱴、答鱍鱑１鱩鱬鱴鱯鱉問鱉鱑沢山鱬鱫鱒鲃鱞。間違鱉鱴鱇鲏
鲃鱠鲘。鱮鱋鱜鱫鱢鱳答鱍鱰鱯鱨鱤鱐、鱢鱳過程鲗楽鱜鲄鲃鱞。誰鱐鱭
一緒鱰読鲅鱭、 「鱢鲑鱴思鱉鱩鱐鱯鱐鱨鱤！」、「鱢鱋鱉鱋考鱍方鲇鱇
鲐鱲！」鱭、考鱍鲗共有鱞鲐楽鱜鱚鲇味鲔鱍鲃鱞。�
　韓国鱬鱴家族鱳月鱳5月、鱙家族鱬読鲘鱬鲄鱫鱴鱉鱐鱑鱬鱜鲌鱋鱐。
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